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―解剖学教科書の記載量と出題傾向との関係性に着目して―
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The trend of questions about anatomy in the 16th–28th National 
Examination for Judo-therapists; focusing on the relationship 

between the volume of lines in the textbook of anatomy 
and the number of questions

HATTORI Tatsuhiro, MATSUDA Yasuhiro, ITOH Yuzuru and KUBOYAMA Kazuhiko

Abstract: The questions about anatomy are frequently asked in the National Examination for Judo- 
therapists, accounting for approximately 12% of the subject in the 28th examination. It is very important 
to analyze the tendency of questions in the examinations, and there are some previous studies about the 
trend of the examinations. However, these studies focus only on the number of questions, and there are 
no reports focusing on the number of subjects written in the textbook. The purpose of this study is to 
analyze the relationship between the volume of lines in the textbook and the number of questions about 
anatomy in the examinations. The following are the methods of the analysis. 1. The number of lines in 
the textbook is investigated; 2. The questions about the anatomy asked in the 16th–28th examinations are 
classified based on the topics in the textbook. Based on the result, the percentage of each questions are 
calculated, by dividing by the number of lines in the textbook. As a result, a strong correlation is found 
between the number of lines in the textbook and the number of questions (P=0.001). In contrast, no cor-
relation between the question rate and the number of questions is observed. This research elucidates that 
the frequently asked questions in the examinations do not necessarily occupy a greater amount of lines in 
the textbook; thus it is necessary that the students consider the focus points and the amount of study in 
order to prepare for the examination. Analyzing the National Examinations from multiple perspectives 
leads to a better preparation, and has great significance for teachers to make efficient learning programs.

要旨： 柔道整復師国家試験（以下，国家試験）において解剖学からの出題は多く，第 28回国家試験
では全体の 12％を占めている。国家試験対策において問題の傾向を理解することは重要な要素であり，
これまでにも一定の科目において，国家試験問題の出題傾向に関する報告がなされている。しかし，こ
れらの先行研究は問題数の多寡に焦点を当てたものであり，教科書の記載量との関係性について分析し
た報告はみられない。そこで本研究は，両者の関係性を明らかにし学習プログラム構築の一助となるこ
とを目的とした。  
まず始めに，解剖学教科書の項目ごとに文章の行を数え，これを記載量とした。次に第 16～ 28回国

家試験において解剖学から出題された問題を教科書の項目に基づき振り分け，出題数を調査した。得ら
れたデータを基に出題数を記載量で除し，これを出題割合とした上で，記載量と出題数および出題割合
と出題数の相関を調べた。調査結果から，記載量と出題数には強い正の相関がみられたが（P=0.001），
出題割合と出題数は無相関と考えられた。この結果は，頻出傾向にある問題でも教科書に占める割合に
は差があることを示しており，国家試験対策における学習の時間配分などの検討につながる。このよう
に国家試験を多角的視点から分析することは効率的な学習プログラムの構築にとって重要であり大き
な意義があると考えられた。
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今回我々は，効率的な国家試験対策構築の一助とな
ることを目的とし，教科書の記載量と国家試験におけ
る解剖学の出題傾向との関係性について調査したので
報告する。

2．方　　法

（1）教科書の記載量の調査
柔道整復師養成施設の教科書として出版された「解
剖学」（改訂第 2版／公益財団法人全国柔道整復学校協
会監修）9)を調査の対象とした。解剖学の教科書は 9章
によって構成されており，それぞれの章の中で項目ご
とに区分されている（表 1）。調査は，それぞれの項目
における文章の行を数え，これを教科書の記載量とし
た。記載量の対象は文章のみとし，図表に関しては文
章と内容が重複しているため対象外とした。

（2）国家試験における解剖学の出題傾向の調査
今回，記載量の調査において対象とした教科書の発
行年が 2008年であるため，同年以降に実施された第
16回以降の国家試験問題を調査の対象とした。
第 16～ 28回国家試験において，解剖学から出題さ
れた 438問を表 1の章，項目に基づき分類した。問題
の振り分けは原則として設問文の内容を基準として行
い，「正しいのはどれか」など，設問文では判断がつか
ない問題に関しては選択肢の内容によって区分した。
選択肢の内容が多項目に渡る場合は，解答肢に該当す
る項目の問題として分類した。また，各回の国家試験
においてそれぞれの項目からどの程度の出題があるか
を把握するために，出題された問題数を対象とした国
家試験回数（計 13回）で除し，国家試験 1回当たりの
平均出題数を算出した。

（3）教科書の記載量と国家試験出題傾向の分析
方法の（1），（2）で得られたデータを基に，各項目
の出題数をそれぞれの記載量で除し，出題割合として
算出した（例：記載量 100行に対して出題数が 5問で
あれば出題割合は 5％）。
教科書の記載量と国家試験問題の出題数との関係お
よび出題割合と国家試験問題の出題数との関係を示す
ためWindows版 SPSS 24 Statisticsを用い，有意水準
を 5％未満として Pearsonの相関係数を算出した。
なお相関においては，出題数が極端に少ない問題は
対象外とし，その除外基準は 1.5σとした。算出方法は
1項目あたりの平均出題数（438問 /37項目＝11.84問）
と出題数の標準偏差の 1.5倍（7.0×1.5=10.5問）の差と
し，値が 1.34問であったため 1問以下の問題を対象外
とした。

1．はじめに

厚生労働大臣が実施する柔道整復師国家試験（以下，
国家試験）は，1993年の開始以降，二度の出題数改正
を経て現在に至っている。第 1～ 12回の国家試験では
200問の出題であったが，2005年の第 13回国家試験よ
り必修問題が導入され，これに伴い問題数は 230問に
変更された。また 2020年実施の第 28回国家試験から
は必修問題が 30問から 50問へ変更され，全体の問題
数は 250問となっている。
国家試験に出題される科目については，柔道整復師
法施行規則第 10条に，解剖学，生理学，運動学，病理
学概論，衛生学・公衆衛生学，一般臨床医学，外科学
概論，整形外科学，リハビリテーション医学，柔道整
復理論，関係法規の 11科目が記載されている。各回の
国家試験における科目ごとの出題数は公表されていな
いが，過去の国家試験問題をみると解剖学からは 30～
34問（12～ 14％）が出題されており，出題数は柔道
整復理論に次いで多く国家試験においては重要な科目
の一つといえる。
解剖学の出題傾向に関する報告について，我々はこ
れまでに筋系問題に焦点を当てた調査分析を行い，特
定の筋肉における出題率の高さを明確にした 1)。しか
し解剖学全体の国家試験問題分析は実施しておらず，
出題傾向の把握は十分とはいえない。先行研究では，
角田ら 2)が第 14～ 24回の国家試験において解剖学か
ら出題された問題を教科書として取り扱われている公
益財団法人全国柔道整復学校協会監修の「解剖学」の
目次にもとづき分類しており，概ねの出題傾向が報告
されている。しかし，この調査報告は項目ごとの出題
数の多寡に焦点を当てた調査であり，記載量との関係
性には触れていない。解剖学以外の科目における国家
試験の問題分析も近年報告が散見されるが 3–7)，これら
の報告も出題数の多寡を調査したものであり，教科書
の記載量との関係性についての調査はみられない。
国家試験対策において出題傾向を理解することは教
育内容の比重の検討に繋がり，効率的な学習が実践で
きるといわれている 8)。その意味では，これまでの国
家試験出題数の多寡に関する先行研究には大きな意義
があると考えられるが，国家試験問題は膨大な範囲か
ら出題されるため，単純な出題傾向の調査だけでは十
分な対策学習に結びつくとは限らない。我々が着目し
た教科書の記載量に対する出題傾向の調査は，一定の
範囲からどの程度の出題があるのかを明らかにするも
ので，その範囲における出題の比重が客観的に示され
る。この結果は学習項目の優先順位や学習時間配分の
検討に繋がり，最終的には効率的な学習プログラムを
構築する上での指標になり得ると考えている。
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回平均 3.6問），末梢神経の 41問（1回平均 3.2問），心
脈管系の 38問（1回平均 2.9問），消化器の 32問（1
回平均 2.5問）の順に多く，上位 5つの項目は順位に
差はあるが教科書の記載量における上位 5項目と完全
に重複していた。
項目ごとの出題数を記載量で除した出題割合は，泌
尿器が 22.2％で最も多く，以下，呼吸器の 20.8％，発
生の 17.1％，心臓の 17.1％，聴覚器および平衡器の
17.0％の順であった注 1)。記載量と出題数については上
位 5項目が一致していたが，出題割合の上位 5項目は
すべて異なる項目であった。
教科書の記載量と国家試験問題の出題数との関係に
ついては相関係数が0.9103であり強い正の相関を認め
た（P=0.001）。出題割合と国家試験問題の出題数との
関係については，相関係数は –0.1325で，P値が 0.537
であったことから帰無仮説は棄却されず，出題割合と
国家試験問題の出題数との関係性は認められなかっ
た。

3．結　　果

教科書の記載量，国家試験問題の出題数，1回当た
りの平均出題数，出題割合の調査結果を表 1に示す。
解剖学の教科書は 304頁（索引は除く）からなり，
記載量の総計は 4,720行であった。
章ごとに記載量をみると運動系が 1,510行と最も多
く，次いで内臓系の 853行，神経系の 699行，脈管系
の 541行，人体解剖学概説の 417行の順であった。項
目ごとの記載量では骨格系が 840行と最も多く，次い
で筋系の 670行，消化器の 390行，末梢神経の 340行，
心脈管系の 339行の順であった。
章ごとにみた国家試験問題の出題数は内臓系が 110
問と最も多く，以下，運動系の 100問，神経系の 79
問，脈管系の 59問，感覚器の 24問の順であった。項
目ごとの国家試験問題の出題数および 1回当たりの平
均出題数は，教科書の記載量と同様に骨格系が 53問
（1回平均 4.1問）と最も多く，次いで筋系の 47問（1

表 1　解剖学教科書の章，項目の分類と各項目の「記載量（行）」，「第 16～ 28回の
国家試験出題数（問）」，「1回当たりの平均出題数（問）」，「出題割合（％）」の結果
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おいてはこれらの章を重点的に学習することで，効率
的に得点が上昇する可能性があり，学習計画を立てや
すい。理学療法科の学生に対する調査によると，解剖
学における知識の習得は，暗記型の学習方法が主体で
あるため多くの学生が苦手意識を持っており 13,14)，こ
のような出題傾向の可視化は学生の学習意欲向上にお
いて重要な要素の一つと考えられる。
教科書の記載量と出題数の関係に目を向けると，結
果で述べた通り両者の間には強い正の相関がみられ
た。これは教科書の記載量が多ければ，国家試験にお
ける出題数も多いことを示しており，頻出問題の対策
においては，学習範囲が広く，学習に費やす時間も多
くなる可能性を示唆している。しかし，今回我々が着
目した出題割合についてみると，出題数の多かった項
目が必ずしも出題割合が高いわけではないことが確認
できた。特に出題数の上位を占めた運動系の章の骨格
系と筋系においては，出題割合がそれぞれ 6.3％，7.0％
であり，出題割合が 20％を超えていた泌尿器や呼吸器
の項目からの出題に比べ 1/3程度であった。
出題割合は教科書の記載量に対する出題の多寡を表
しており，これを理解することは効率的な学習プログ
ラムを構築する上での指標になりうる。例えば泌尿器
や呼吸器の項目については運動系などに比べ短い範囲
から高い割合で出題がなされており，短期間で得点率
を上昇させる可能性があるため，国家試験直前の集中
講義などへの組み入れが効果的と考えられる。反対に
運動系では出題数は多いが範囲当たりの出題は高くな
く，集中的な対策講義よりも低学年時からの中長期的
な学習計画を立てる必要性があると考えられる。もち
ろん国家試験問題の出題数も重要な要素であり，いく
ら出題割合が高いからといって出題数が極端に低い項
目の学習に大幅な時間を割くべきではない。国家試験
対策においては出題数と出題割合を総合的に確認しな
がらの学習計画立案が望まれる。また，教科書の記載
量に対する出題割合を学生にフィードバックすること
で，「いつ，何を，どのくらい」学習すれば効率的であ
るかが明確になり，学生の学習意欲の維持，向上へつ
ながることが期待できる。
国家試験の出題傾向に関するこれまでの報告は出題
数の多寡を調査したものであり，多くの論文で頻出傾
向にある項目の学習が重要であるとしている 1–6,10–12)。
我々もこれまでの国家試験対策においては，出題数の
多い問題を優先的に対策していたが，今回のように多
角的な視点から出題の傾向を分析することによって，
より客観的に国家試験問題の傾向が理解でき，より効
率的な国家試験対策につながると考えられた。なお，
今回は解剖学を対象として調査を実施したが，国家試
験では全科目の理解が求められ，効果的な学習プログ

4．考　　察

国家試験は多岐に渡る科目から広範囲に出題されて
おり，学習には多くの時間が必要となる。そのため，
国家試験対策においては系統的な学習プログラムの構
築が求められ，出題傾向の分析には大きな意義がある
と考えられる。一杉ら 8)は，医師国家試験における出
題傾向の把握は出題範囲の比重を理解することに繋が
り，効率的な学習が可能になると報告した。柔道整復
師の国家試験においても同様のことが考えられ，近年，
国家試験問題の出題傾向に関する先行研究が多くみら
れている 1–7,10–12)。これらの報告によると，科目に関係
なく国家試験の出題には項目による偏りがみられてお
り，この傾向を理解することが学習の時間配分に役立
つと考えられる。
今回の調査では，運動系の章（骨格系，筋系），内臓
系の章（消化器，呼吸器，泌尿器，生殖器），神経系の
章（神経系の基礎，脳，脊髄，末梢神経），脈管系の章
（総論，心臓，心脈管系，リンパ系）からの出題が多
く，この 4つの章からの出題が解剖学全体での出題数
438問中 348問（79.5％）を占めていた。国家試験につ
いては科目ごとに合格基準が設定されているわけでは
ないが，一般問題全体の合格基準は 60％であり，各科
目においてこの基準が一つの目標値となる。解剖学に

図 1　教科書の記載量と国家試験の出題数との相関

図 2　各項目の出題割合と国家試験の出題数との相関
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ラムの構築には他の科目の分析も必須である。本研究
結果だけで国家試験対策全般について論じるには限界
があり，国家試験全体の学習プログラム構築に向けた
調査，分析を今後実施していきたい。

5．ま と め

解剖学分野における教科書の記載量と国家試験の出
題傾向との関係性を明らかにするため調査を行った。
調査結果により，記載量と出題数との間には強い正の
相関がみられたが，出題数と出題割合との間には関係
性が見られなかった。これは，頻出傾向にある問題は
記載量も多く，国家試験対策の上では重要であると同
時に，学習範囲も広いことが理解された。一方，出題
数と出題割合との関係から，同じように頻出傾向にあ
る問題においても出題割合には差があり，この傾向を
理解し対策学習を実施することで，より効率的な国家
試験対策につながると考えられた。

注

注 1) 教科書の目次に基づく分類では運動系の章と体表
解剖の章の中にそれぞれ骨格系と筋系があるが，結
果の中に記載した骨格系，筋系は全て運動系に該当
している。
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